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１．地域の特徴

２．応募のきっかけ

⼈⼝︓186,626⼈（R5.7.1現在）で、
神奈川県⻄部の中⼼都市

森⾥川海オールインワンの⾃然環境や多
彩な⽂化や⽣業等の豊富な地域資源

⼩⽥原駅には鉄道会社５社６路線が
乗り⼊れており、市内には18の鉄道駅が
ある（東京駅からは新幹線で約35分）

 ⼩⽥原市では、第５次⼩⽥原市総合計画「お
だわらTRYプラン」において、将来像を「市⺠の⼒
で未来を拓く希望のまち」と定め、直⾯する当座
の課題解決にとどまらない、「持続可能な地域社
会モデル」実現を⽬指してきた。

 この「持続可能な地域社会モデル」は、SDGsに
おける2030年のあるべき姿と重なると捉え、
SDGs未来都市の応募を決めた。

⼩⽥原のまちづくりとSDGs

市⺠の⼒で未来を拓く希望のまち
総合計画｢おだわらTRYプラン｣（2011年度〜）

 新しい公共をつくる
 豊かな地域資源を⽣かしきる
 未来に向かって持続可能である

3つの
命題

 いのちを⼤切にする⼩⽥原
 希望と活⼒あふれる⼩⽥原
 豊かな⽣活基盤のある⼩⽥原
 市⺠が主役の⼩⽥原

4つの
⽬標

豊かな資源に恵まれ、さまざまな可能
性に満ちあふれた⼩⽥原の地で、緩や
かな経済成⻑と⼈⼝減少の時代におい
ても、向こう50年、100年と歩みを続
けていくことのできる地域モデルをつ
くる道筋を明確にし、その実現に向け
て市⺠と⾏政が⽬標を共有して共に取
り組んでいくための計画

後期基本計画（2017〜21 年度）で⽰す姿

持続可能な地域社会モデル

第５次小田原市総合計画

2011〜 2019 2022

第６次小田原市総合計画

第２期小田原市SDGs未来都市計画第１期小田原市SDGs未来都市計画「SDGs未来都市」
に選定

内容を整合
総務省「地域課題解決のためのスマートシティ推進事業」
環境省「脱炭素先⾏地域」 に選定



３．取組の内容と成果
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 第１期では、恵まれた⾃然環境、地勢条件、歴史的に育まれてきた技や⼈、地域の絆などの社会的資源を強みとし、「おだわら市⺠
学校」によるひとづくりやつながりの強化を中核に、ポイント循環による「つながりの⾒える化」を通じて、「いのちを守り育てる地域⾃給
圏」を創造し、豊かで、安全で、持続可能な暮らしの実現を⽬指してきた。

 また、三側⾯をつなぐ統合的な取組により、経済・社会・環境⾯での課題解決の促進、実践の活性化を図り、公・共・私がそれぞれの
役割を担うことで地域全体の取組の好循環が必要である。

 第１期の取組を進めるなか、持続可能な地域社会をつくるためには、現場での「⼈のチカラ」が不可⽋であるが、環境分野、農業分野、
福祉分野など、さまざまな分野で、担い⼿の確保や育成が喫緊の課題となっていることが確認された。

 第２期においては、コロナ禍における働き⽅や⽣活様式の変化への対応とともに、第１期の取組を進化させるために、これまでの市⺠
の⼒・地域の⼒を⼟台として、⺠間の⼒を取り⼊れた「デジタル技術の活⽤」と「公⺠連携」を推進していく。

【おだわら市⺠学校】
 「⼈のチカラ」を育む学びの場として「おだわら市⺠学校」を運営。

１年⽬のおだわら学講座(全15回・43名)、２年⽬の専⾨課程
(６分野・51名)・教養課程（２分野・38名）、課題解決ゼミ
（全２回・12名）を通じ、学びを実践活動につなげている

【SDGs体感事業「おだちん」】
 SDGsの⾃分ごと化に向け、気軽に楽しみながら地域のつながり

を増やしていく仕掛けを継続実施（アプリダウンロード︓5,016⼈
/R4年度末現在）

 ビーチクリーン活動等に活⽤され、新たな交流を⽣み出している

【「ゼロカーボン・デジタルタウン」の創造】
 「ゼロカーボン」と「豊かな暮らし」との両⽴をデジタル技術によって

実現する新しい街である究極の「ゼロカーボン・デジタルタウン」を
2030年までに本市に創造する挑戦を開始【公⺠連携とデジタル技術を活⽤した経済・社会・環境⾯での課題解決の促進】



４．選定されてよかったこと

５．困難やつまづきなど苦労したこと及びそれをどのように克服したか
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 SDGs未来都市に認定されたことによる、本市の取組の⽅向性を効果的に啓発
 「おだわらSDGs実⾏委員会」や「おだわらSDGsパートナー」など、市⺠や⺠間と

⼀体になった事業の推進
 おだわらSDGsパートナー登録者数は272者（R4年度末現在）

 各種イベントを通じた次世代へのアプローチ機会の増加
（上）SDGsパートナー登録証
（左）SDGs未来都市おだわらブック

 庁内の意識改⾰

 市⺠への普及啓発

 市⻑を本部⻑とし、副市⻑、教育⻑、全部⻑・副部⻑級職員を構成員とする「⼩⽥原市SDGs推進本部
（現︓⼩⽥原市地⽅創⽣SDGs推進本部）」を⽴ち上げ、庁内横断的に事業連携を推進

 第５次⼩⽥原市総合計画 第４次実⾏計画においては、各施策とSDGsとの関係性を整理し、関連する
ゴールの設定を実施

 2021年度には、SDGsのアクションを所管する「未来創造・若者課」を新設

 ⺠間主体の組織「おだわらSDGs実⾏委員会」を中⼼に「おだわらSDGsパートナー」の皆様とSDGsを「楽
しむ・学ぶ」を共通テーマに普及啓発を実施

 つながりの⾒える化「おだちん」を活⽤し、気軽に楽しみながらSDGsを体感し、地域のつながりを増やしていく
仕掛けを継続的に実施

 パートナー企業が、⾼校⽣の職場訪問・体験の受け⼊れや、⼩・中学校での出前講座に講師として参加
 パートナーシップを体現する取組として、地域メディア５社と連携し、 SDGsに係る様々な取組を発信すると

ともに、若者の視点でSDGsを考えていくFMおだわら番組「SDGsユースレイディオ」を放送



６．今後の展開

７．他地域への展開等
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 「おだちん」(まちのコイン)は、県内⾃治体はもとより、全国で取組が展
開されている。

 2020年10⽉27⽇に、「⼩⽥原・箱根気候変動ワンチーム宣⾔」を⾏
い、⼩⽥原市、箱根町の両⾸⻑、両議会議⻑、両⾃治会組織、⼩
⽥原箱根商⼯会議所の 7 団体が共同で気候危機と呼ぶべき事態で
ある気候変動に対し、官⺠連携を更に加速させ、経済と環境の好循
環をつくりだしていくこととした。

 2022年2⽉22⽇には、⼩⽥原市を含む神奈川県の県⻄地域2市8
町で、世界的な問題となっている海洋プラスチックごみ問題に地域全体
で取り組むことを⽬的に、「県⻄地域2市8町プラごみゼロ共同宣⾔」を
⾏い、プラスチックごみの削減に向け広域連携している。

 おだわら市⺠学校卒業⽣の課題現場への接続など卒業後フォローの充実、「おだちん」のユーザーやスポットの質・量の拡充、おだわらSDGs
実⾏委員会の進化など、⾃律的好循環に向け、⺠主体の動きを加速させていく。

 2022年度からスタートした第２期SDGs未来都市計画では、コロナ禍による社会経済情勢の変化に対応するとともに、第１期の取組を
進化させるために、これまでの市⺠の⼒・地域の⼒を⼟台に、公⺠連携とデジタル技術の活⽤による課題解決の促進を主眼に、統合的取
組を通じて全体の取組の好循環を⽣み出している。

 「持続可能であること」という観点から各事業の⾃⾛化や⾃⽴化についての検討が必要

⼩⽥原・箱根気候変動ワンチーム宣⾔

県⻄地域２市８町プラごみゼロ共同宣⾔
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８．その他


